
７
月
１
日
開
か
れ
た
府
連
大
会
は
47

名
が
参
加
、
山
本
副
会
長
の
開
会
宣
言

と
物
故
者
３
名
へ
の
黙
祷
、
議
長
に
平

松
常
任
理
事
を
、
大
会
役
員
を
選
出
し

始
ま
り
ま
し
た
。
渡
辺
会
長
の
あ
い
さ

つ
、
来
賓
の
日
本
共
産
党
清
水
忠
史
前

衆
議
院
議
員
、
日
中
兵
庫
県
連
前
田
清

会
長
、
日
本
・
コ
リ
ア
協
会
大
阪
飯
田

光
徳
理
事
長
か
ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。
李
天
然
中
国
駐
大
阪
総

領
の
祝
辞
「
中
日
平
和
友
好
条
約
締
結

40
周
年
、
紆
余
曲
折
も
あ
り
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
両
国
関
係
が

前
進
し
、
豊
か
な
成
果
が
結
ば
れ
、
両

国
民
に
確
実

な
利
益
を
も

た
ら
し
ま
し

た
。
李
克
強

総
理
の
訪
問

で
平
和
・
友

好
・
協
力
の

方
向
を
堅
持

す
る
こ
と
を

再
確
認
し
ま

し
た
。
民
間

交
流
の
深
化

と
発
展
を
期
待
し
て
い

る
」
が
孫
暁
珊
副
領
事

に
よ
り
代
読
さ
れ
ま
し

た
。大

会
議
案
の
報
告
提

案
と
８
名
の
発
言
が
あ

り
、
新
役
員
の
選
出
、

大
会
宣
言
を
採
択
、
小

林
徳
子
副
会
長
が
閉
会

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
「
今
大
会
は
朝
鮮
半
島
情

勢
が
急
転
す
る
下
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
中
国
へ
の
関
心
に
応
え
、
府
民

の
中
に
日
中
友
好
を
深
め
る
た
め
の
不

再
戦
平
和
、
友
好
交
流
、
支
部
で
の
多

彩
な
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
７
月
以
降
37
か
月
連
続

会
員
拡
大
で
５
０
０
名
を
超
え
、
こ
の

１
年
の
入
会
者
は
57
名
で
、
純
増
は
17

名
で
す
。
不
再
戦
平
和
の
活
動
や
友
好

交
流
活
動
、
５
原
則
に
基
づ
く
豊
か
な

支
部
活
動
、
中
国
百
科
検
定
の
取
り
組

み
な
ど
、
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
40

周
年
の
今
年
、
府
民
の
中
国
へ
の
関
心

に
応
え
る
活
動
や
支
部
づ
く
り
を
進
め

よ
う
」
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
総
領
事
・
李
天
然
、

日
本
共
産
党
大
阪
市
会
議
員
団
・
団
長
瀬
戸
一
正
、

明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
、
大
阪
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
連
帯
委
員
会
、

日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
大
阪
府
支
部
連
合
会
、
日

本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会
、
大
阪
商

工
団
体
連
合
会
、
大
阪
民
主
医
療
機
関
連
合
会
、

大
阪
府
保
険
医
協
会
、
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
、

大
阪
平
和
委
員
会
、
日
本
国
民
救
援
会
大
阪
府
本

部
、
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
、
原
水
爆
禁
止
大
阪

府
協
議
会
、
日
本
科
学
者
会
議
大
阪
支
部
、
関
西

勤
労
者
教
育
協
会
、
日
本
機
関
誌
協
会
大
阪
府
本

部
、
道
修
商
事
株
式
会
社
代
表
取
締
役
赤
﨑
辰
也
、

全
大
阪
労
働
組
合
総
連
合
、
大
阪
府
立
高
等
学
校

教
職
員
組
合
、
大
阪
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合
、

日
本
中
国
友
好
協
会
、
東
京
都
連
合
会
、
滋
賀
県

支
部
、
京
都
府
連
合
会
、
和
歌
山
県
連
合
会
、
奈

良
支
部
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
長
・
渡
辺
武
、
副
会
長
・
山
本
恒
人
。

理
事
長
・
松
尾
豊
。
副
理
事
長
・
片
山
英

徳
。
事
務
局
長
・
近
藤
好
幸
。
事
務
局
次

長
・
澤
野
井
公
夫
。
常
任
理
事
・
浅
田
美

奈
子
、
石
井
勉
、
恒
岡
正
勝
、
平
松
悦
雄
、

松
原
弘
太
郎
、
松
原
弥
寿
夫
。

理
事
・
浅
田
勝
美
、
荒
崎
博
、
上
村
康
夫
、

尾
中
妙
子
、
栗
山
俊
子
、
早
乙
女
実
、
坂

手
日
登
美
、
辻
弘
樹
、
土
井
一
正
、
西
脇

義
彦
、
登
り
山
和
希
、
藤
崎
光
子
、
前
田

尋
、
森
西
武
志
。
新
・
佐
藤
倫
理
、
西
澤

信
善
、
浜
正
幸
、
藤
田
大
輔
。
会
計
監
査
・

伊
藤
滋
高
、
西
本
博
文
。
顧
問
・
石
川
元

也
、
藤
後
博
巳
、
新
・
小
林
徳
子
。

参
与
・
西
村
成
雄
、
村
田
は
な
子

７
月
８
日
「
大
阪
・
長
谷
川
テ
ル
顕

彰
の
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
中

戦
争
下
の
中
国
で
日
本
兵
士
に
反
戦
を

ラ
ジ
オ
で
訴
え
た
若
き
日
本
女
性
26
才

の
テ
ル
の
思
い
を
若
い
世
代
に
も
ぜ
ひ

知
っ
て
ほ
し
い
と
開
か
れ
ま
し
た
。

渡
辺
武
さ
ん
の
開
会
あ
い
さ
つ
、

「
知
っ
て
る
つ
も
り
」
と
ケ
イ
・
シ
ュ

ガ
ー

さ
ん
の
歌

「
希
望
の
鳩
」
の

鑑
賞
、
発
足
の
趣

旨
説
明
と
申
し
合

わ
せ
が
提
案
さ
れ

顕
彰
の
会
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
寺

島
関
大
教
授
が
エ

ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス

ト
の
会
と
し
て
発

言
さ
れ
ま
し
た
。
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中
国
へ
の
関
心
に
応
え
、
友
好
を
深
め
よ
う

第
64
回
大
阪
府
連
合
会
大
会

第
２
回
日
中
友
好
協
会
太
極
拳
特

別
練
習
会
㏌
門
真
が
、
６
月
17
日
門

真
体
育
館
で
１
３
０
名
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
練
習
会
は
24
式
太
極
拳
２

ク
ラ
ス
と
攻
防
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
、

朝
10
時
か
ら
４
時
半
ま
で
熱
心
に
練

習
し
ま
し
た
。
24
式
初
心
者
ク
ラ
ス

は
植
田
指
導
員
、
24
式
一
応
で
き
る

ク
ラ
ス
は
下
園
指
導
員
、
攻
防
入
門

と
24
式
の
型
の
意
味
ク
ラ
ス
は

恒
岡
指
導
員
が
指
導
さ
れ
ま
し

た
。指

導
の
基
本
は
「
太
極
拳
は

武
術
で
健
康
法
。
式
と
式
の
間

に
意
味
が
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
動

く
太
極
拳
も
、
攻
防
を
想
像
し
、
相

手
の
攻
撃
を
流
し
た
り
、
空
の
状
態
・

引
進
落
空
に
し
ま
す
。
式
の
完
成
が

次
の
式
の
始
ま
り
で
、
攻
防
を
想
像

し
意
識
を
大
事
に
最

後
ま
で
動
き
ま
す
、

用
意
不
用
力
で
す
。
」

と
説
明
さ
れ
、
型
の

意
味
を
知
る
こ
と
に

よ
り
、
太
極
拳
も
正

し
く
演
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
興
味
も
一

層
深
ま
り
ま
す
。

今
回
の
特
別
練
習
会
が
教
室
の
違

い
を
超
え
て
交
流
し
、
刺
激
し
合
っ

て
技
術
向
上
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

太
極
拳
攻
防
原
理
の
体
験
特
別
練
習

メ
ッ
セ
ー
ジ
26
団
体

と
政
党
か
ら
頂
き
ま
し
た

大
阪
・
長
谷
川
テ
ル

顕
彰
の
会
結
成

新
役
員
紹
介
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大
阪
北
部
地
震
・

西
日
本
豪
雨
の

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
へ

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す



そ
れ
に
し
て
も
空
海
は
よ
く
や
っ
た
！

素
晴
ら
し
い
！

日
中
友
好
の
先
駆
！

と
き
の
桓
武
天
皇
が
派
遣
し
た
遣
唐

使
船
四
隻
が
８
０
４
年
５
月
12
日
難
波

津
を
出
航
。
博
多
を
経
由
し
７
月
６
日

肥
前
国
田
浦
を
出
航
。

こ
の
遣
唐
使
一
行
に
は
、
空
海
の
ほ

か
に
最
澄
や
後
に
中
国
で

三
蔵
法
師
の
称
号
を
贈
ら

れ
る
霊
仙
も
い
た
。
最
澄

は
天
皇
に
任
命
さ
れ
当
時

の
仏
教
界
に
確
固
た
る
地

位
を
築
い
て
い
た
が
、
空

海
は
全
く
無
名
の
一
沙
門

だ
っ
た
。

空
海
が
乗
船
し
た
の
は

第
一
船
、
最
澄
は
第
二
船

だ
っ
た
。
翌
７
月
７
日
、

嵐
に
遭
遇
。
第
三
船
と
第
四
船
の
二
隻

が
行
方
不
明
。
空
海
の
乗
っ
た
船
は
34

日
間
漂
流
し
た
。
こ
の
間
の
生
き
た
心

地
の
し
な
か
っ
た
状
況
に
つ
い
て
、
空

海
は
「
性
霊
集
」
に
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。
「
浪
に
随
っ
て
昇
沈
し
、
風

に
任
せ
て
南
北
す
。
但
天
水
の
碧
色
の

み
を
見
る
。
（
中
略
）
水
尽
き
人
疲
れ

て
、
海
長
く
陸
遠
し
。
」

そ
し
て
、
８
月
10
日
、
空
海
ら
の
船

は
つ
い
に
赤
岸
鎮
（
福
建
省
寧
徳
市
霞

浦
県
）
に
漂
着
。
最
澄
の
乗
っ
た
船
は
、

９
月
１
日
ご
ろ
、
約
４
３
０
キ
ロ
北
の

明
州
寧
波
に
着
い
て
い
る
。
赤
岸
鎮
に

漂
着
し
た
空
海
の
一
行
は
、
地
元
の
役

所
が
海
賊
の
嫌
疑
で
上
陸
許
可
を
出
さ

な
い
ま
ま
45
日
間
も
留
め
置
か
れ
る
。

こ
の
赤
岸
鎮
に
高
野
山
真
言
宗
総
本

山
が
１
９
９
４
年
弘
法
大
師
入
唐
１
１

９
０
周
年
を
記
念
し
て
、
空
海
祈
念
堂

を
建
設
。
こ
の
空
海
祈
念
堂
に
、
高
野

山
真
言
宗
僧
侶
中
島
龍

太
郎
氏
が
２
０
０
６
年

６
月
～
２
０
１
２
年
３

月
に
駐
在
し
た
こ
と
を

最
近
知
っ
た
。

中
島
氏
の
駐
在
の
様

子
は
、
エ
ッ
セ
イ
「
入

唐
見
聞
録
」
（
ネ
ッ
ト

で
閲
覧
可
能
）
と
し
て

高
野
山
真
言
宗
の
機
関

紙
「
高
野
山
教
報
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

私
が
福
建
省
龍
岩
市
に
日
本
語
教
師

と
し
て
赴
任
し
た
の
が
２
０
０
９
年
～

２
０
１
２
年
。
同
じ
福
建
省
で
あ
り
時

期
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

深
い
縁
を
感
じ
こ
の
空
海
祈
念
堂
を
い

つ
か
訪
問
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

今
年
５
月
初
旬
、
福
建
省
漳
州
市
の

教
え
子
か
ら
結
婚
式
の
招
待
が
あ
り
、

赤
岸
鎮
訪
問
の
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
。

空
海
祈
念
堂
訪
問
記
を
数
回
に
わ
た

り
連
載
し
ま
す
。堺

支
部
長

浅
田
勝
美

６
月
24
日
西
支
部
講
習
会
を
開
き
、

き
り
え
で
う
ち
わ
を
創
り
ま
し
た
。

少
人
数
で
し
た
が
初
心
者
も
熱
心
に

睡
蓮
な
ど
を
切
り
抜
き
、
う
ち
わ
に
貼

り
付
け
完
成
し
ま
し
た
。

６
月
28
日
、
第
１
０
１
期
大
阪
西
支

部
太
極
拳
教
室
が
修
了
し
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
練
習
と
２
４

式
、
４
８
式
、
棍
術
、
剣
、
２
４
式
風

華
の
表
演
を
行
い
、
終
了
式
で
は
皆
勤

賞
を
贈
り
ま
し
た
。
７
～
８
月
は
特
別

講
習
会
を
中
津
体
育
館
で
開
き
ま
す
。
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空
海
の
初
上
陸
地
「
赤
岸
鎮
」
へ

福
建
省
赤
岸
鎮

空
海
祈
念
堂
訪
問
記
①

東
大
阪
支
部
は
総
会
を
５
月
26

日
開
き
ま
し
た
。
当
支
部
は
15
年

に
エ
ー
ス
の
廣
原
支
部
長
を
、
昨

年
に
は
貴
重
な
活
動
家
の
熊
原
事

務
局
長
を
な
く
し
、
私
の
心
の
内

は
一
瞬
ル
ン
ペ
ン
に
な
り
ま
し
た

が
、
全
会
員
に
支
え
ら
れ
今
次
総

会
を
終
え
ま
し
た
。
新
事
務
局
長

と
し
て
感
謝
し
ま
す
。

総
会
の
来
賓
に
は
渡
辺
会
長
に

来
て
い
た
だ
き
、
70
年
代
に
は
日

中
友
好
協
会
手
帳
が
会
員
間
に
活

用
さ
れ
、
大
阪
府
下
に
38
支
部
が

あ
っ
た
と
の
事
で
、
現
物
を
見
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
日
中
不
再
戦
と
平
和

運
動
を
進
め
、
大
き
な
支
部
と
府

連
を
育
て
る
事
を
柱
と
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
松
原
弘
太
郎
）

東
大
阪
支
部
総
会

大
阪
北
部
地
震
の
余
燼
も
残
る
、

６
月
21
日
。
泉
州
堺
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
大
阪
市
内
へ
出
張
例
会
に
赴

き
ま
し
た
。
浅
田
、
田
丸
の
両
重

鎮
に
、
上
村
、
藤
田
が
お
供
し
ま

し
た
。
西
心
斎
橋
の
喫
茶
店
で
、

情
報
交
流
。
田
丸
氏
の
ご
親
戚
が
、

地
震
で
倒
壊
し
た
お
寺
（
茨
木
市
）

に
縁
が
あ
る
方
だ
と
の
情
報
に
一

同
び
っ
く
り
で
す
。
ま
た
、
『
堺

市
立
国
際
交
流
推
進
プ
ラ
ン
』
に

つ
い
て
検
討
、
意
見
交
換
を
す
す

め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
道
修
町
の
少
彦
名
神

社
を
尋
ね
ま
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
街

の
ビ
ル
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
神
社

に
は
少

彦
名
（

日
本
）

と
神
農

（
中
国
）
の
二
人
の
神
様
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
疫
病

退
散
や
薬
業
・
医
業
の
神
様
で
す
。

境
内
に
は
様
々
な
薬
の
サ
ン
プ

ル
が
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。
神

社
入
り
口
の
「
く
す
り
の
道
修
町

資
料
館
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
閉
館

時
間
を
す
ぎ
て
い
た
の
に
、
お
願

い
す
る
と
快
く
入
場
さ
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

「
資
料
館
」
は
小
さ
い
な
が
ら

も
、
薬
に
関
す
る
歴
史
資
料
を
た

く
さ
ん
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
解
説
ビ
デ
オ
に
は
、
な

ん
と
、
渡
辺
武
会
長
（
し
か
も
若

か
り
し
頃
の
映
像
）
が
に
こ
や
か

に
登
場
！
事
務
所
の
方
に
伺
う
と

「
渡
辺
先
生
に
は
資
料
館
の
建
設

か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」

と
の
こ
と
。
一
同
、
意
外
な
出
会

い
に
吃
驚
し
ま
し
た
。

堺
支
部
で
は
、
今
度
、
渡
辺
会
長

の
ガ
イ
ド
で
再
訪
し
よ
う
と
、
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。
会
長
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す

（
ふ
じ
た
）

赤岸鎮の表示岩

堺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

く
す
り
の
道
修
町
へ

太
極
拳

西
教
室
終
了

西
き
り
え
講
習
会


